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平成20年岩手・宮城内陸地震
学内調査報告会

平成20年7月24日

＜資料＞

茨城大学工学部都市システム工学科

防災・環境地盤工学研究室

報告会内容

• 今回の調査について

• 地震規模および地震動の特徴

• 先行降雨の状況

• 地震地盤災害調査
– 概要

– 国道342号線・矢櫃ダム・あまるべ大橋

– 県道栗原衣川線

– 栗原市築館

– 荒砥沢ダム上流部大規模地すべり

• 今回の地震時斜面崩壊機構に関する考察
• まとめ

今回の調査について

• この調査について
– 茨城大学「地球変動適応科学研究機関(ICAS)」における

適応のための工学的研究の調査・研究の一環として行っ
たものです。

– 現地調査は、地盤工学会「降雨と地震の複合災害に対す現地調査は、地盤 学会 降雨と地震の複合災害に対す
る斜面崩壊機構と安定性評価に関する研究委員会」で構
成される調査チームの一員として行いました。

• 現地での活動において、石原研ニ先生（東京理科大学）、國生剛
治先生（中央大学）に多大なるご協力をいただきました。

– 調査チーム
• 茨城大学工学部都市システム工学科防災・環境地盤工学研究室

– 村上、渡邊、布川、小川、西丸、菅野、東ヶ崎

地震規模および地震動の特徴

西丸 あずさ

２．地震規模及び地震動の特徴

地震発生日時
2008.06.14 08：43

震源地
岩手県内陸南部

震央北緯 39 0°震央北緯 39.0
震央東経 140.9°

震源深さ
10km

マグニチュード
7.0

震源

KiK-neｔ 観測点地図 引用：防災科研ＨＰ

震源地と各観測点における最大加速度分布

×
震源地

最大加速度100gal以上の強震記録のうち
地上ＮＳ成分の最大加速度分布を表示

震源地付近 最大加速度分布

AKTH04
1318gal

IWTH25
1143gal

MYGH02
229gal

IWTH26
682gal

IWTH24
489gal

×

×
震源地

加速度（gal）

各観測点における最大加速度分布（地上ＮＳ成分）
データ引用先：防災科研ＨＰ 解析ソフト：smda

震源地付近の最大加速度分布
（ＮＳ成分）
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AKTH04

震源地付近の強震記録
IWTH25  一関西観測所

グラフの説明
縦軸 加速度（gal）
横軸 時間（ｓ）
ＣＨ４：地上ＮＳ成分
ＣＨ５：地上ＥＷ成分

地上 成分

最大加速度
1433gal

最大加速度
1143gal

最大加速度
3866gal

＜記録された最大強震動＞
KiK-net IWTH25

一関西観測所
上下動 3886gal を観測

震源地付近の最大加速度分布
（ＮＳ成分）

データ引用先：防災科研ＨＰ
解析ソフト：smda

AKTH04

IWTH25

MYGH02
IWTH26

IWTH24

×

IWTH26  一関東観測所AKTH04  東成瀬観測所

ＣＨ６：地上ＵＤ成分

最大加速度
1318gal

最大加速度
1001gal

最大加速度
1094gal

最大加速度
1055gal

最大加速度
890gal

最大加速度
927gal

3866gal

震源地

先行降雨の状況

東ヶ崎 徹

実効雨量法実効雨量法
定義定義
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ある期間における時間雨量ごとに減少係数を
かけたものを累積した雨量と、その時刻にお
ける時間雨量との合計

降雨の評価法
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がけ崩れや土石流の発生予測指標に用いられている

震源と算出した観測点震源と算出した観測点
算出した観測点算出した観測点

岩手県まつるべ岩手県まつるべ
岩手県一関岩手県一関
福島県小名浜福島県小名浜
宮城県駒の湯宮城県駒の湯

まつるべまつるべ

一関一関駒の湯駒の湯

震源

関関

小名浜小名浜

5/1～6/23までの

気象庁データを使用

半減期72時間実効雨量
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まつるべ：13.1mm
一関：6.1mm
小名浜：5.2mm
駒の湯：15.9mm

岩手・宮城内陸地震における岩手・宮城内陸地震における
先行降雨の影響・・・先行降雨の影響・・・

44箇所中最も実効雨量が多かった宮城県駒の湯観箇所中最も実効雨量が多かった宮城県駒の湯観
測所で測所で15.9mm(6/14 8:00)15.9mm(6/14 8:00)であった。この地域であった。この地域
ではでは66月月55日にまとまった降雨があり日にまとまった降雨があり66月月77日には日には
実効雨量が実効雨量が100mm100mm付近まであったが地震発生付近まであったが地震発生
まで無降雨期間が続いたため減少していることがまで無降雨期間が続いたため減少していることが
分かる。分かる。

→→この地域での実効雨量この地域での実効雨量15.9mm15.9mmというのはグラフというのはグラフ
からみても分かるように決して大きい値ではないのからみても分かるように決して大きい値ではないの
でで先行雨量の影響はあまりなかったと考えられる先行雨量の影響はあまりなかったと考えられる。。
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地震地盤災害調査

村上 哲

概要
• 調査期間：平成20年7月19日～20日

• 調査チーム：地盤工学会「降雨と地震の複合
災害に対する斜面崩壊機構と安定性評価に
関する研究委員会」で構成される調査チーム

– 団長：大塚悟（長岡科学技術大学）

– 人数：10名

震源震源
2008/6/14 8:432008/6/14 8:43
39.0N,140.9W,10k39.0N,140.9W,10kｍｍ

土砂災害
道

土砂災害
国道342号線・矢櫃ダム

橋梁被害

調査地点調査地点

土砂災害
荒砥沢ダム上流部大規模地すべり

県道栗原衣川線

土砂災害
栗原市築館

震源震源
2008/6/14 8:432008/6/14 8:43
39.0N,140.9W,10k39.0N,140.9W,10kｍｍ

土砂災害
国道342号線・矢櫃ダム

調査地点調査地点

空中写真は、国土地理院提供の
平成20年(2008年) 岩手･宮城内陸地震による

被災地の空中写真 を利用
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（国土交通省東北地方整備局,2008より）

空中写真は、国土地理院提供の
平成20年(2008年) 岩手･宮城内陸地震による

被災地の空中写真 を利用

国道国道327327号線道市野ヶ原地区号線道市野ヶ原地区
地滑りと河道閉塞地滑りと河道閉塞

•• 磐井川右岸における地滑り磐井川右岸における地滑り

•• その結果として磐井川を堰き止める河道閉塞その結果として磐井川を堰き止める河道閉塞

•• 現在は対策工がとられ、土砂ダムの形成を現在は対策工がとられ、土砂ダムの形成を
防いでいる防いでいる防いでいる。防いでいる。
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空中写真は、国土地理院提供の
平成20年(2008年) 岩手･宮城内陸地震による

被災地の空中写真 を利用

国道国道327327号線道・矢櫃ダム斜面崩壊号線道・矢櫃ダム斜面崩壊

•• 磐井川左岸における表層すべり磐井川左岸における表層すべり

•• 軽石の粒子が混入した凝灰質砂岩軽石の粒子が混入した凝灰質砂岩

•• 斜面と並行に亀裂を有する岩塊で、その面に斜面と並行に亀裂を有する岩塊で、その面に
沿 て崩壊沿 て崩壊沿って崩壊。沿って崩壊。

•• 道路上部斜面に水平に亀裂。下部コンクリー道路上部斜面に水平に亀裂。下部コンクリー
トの移動跡。湧水あり。トの移動跡。湧水あり。

•• 道路下部側の下の岩塊の崩壊。オーバーハ道路下部側の下の岩塊の崩壊。オーバーハ
ングング
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• 磐井川右岸の墓地では、墓石の回転（45度
左に回転して、止まっている。

• 墓石の転倒も見られるが比較的少なく、戻し
たのかどうかは不明）が見られた。

• 当時の地震動ベクトルが回転していたことが
予想される。

– 一部で鉛直方向の加速度が大きかったという報
告があるが、ここでは鉛直方向の加速度よりは、
水平方向の加速度の変化が大きく、さらにその方
向の回転するように変化したのではないか?
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震源震源
2008/6/14 8:432008/6/14 8:43
39.0N,140.9W,10k39.0N,140.9W,10kｍｍ橋梁被害

調査地点調査地点

土砂災害
道県道栗原衣川線

空中写真は、国土地理院提供の
平成20年(2008年) 岩手･宮城内陸地震による

被災地の空中写真 を利用

県道栗原衣川線：餅転橋付近県道栗原衣川線：餅転橋付近

•• 餅転橋奥州市側において路面隆起。餅転橋奥州市側において路面隆起。

–– ただし、ブルーシートが掛かっていたただし、ブルーシートが掛かっていた

•• 餅転橋下では、法面崩壊を抑止する対策（ブ餅転橋下では、法面崩壊を抑止する対策（ブ
ル シ ト） 橋脚基礎の破損ル シ ト） 橋脚基礎の破損ルーシート）、橋脚基礎の破損ルーシート）、橋脚基礎の破損

•• 近くに小規模であるが河岸において斜面崩近くに小規模であるが河岸において斜面崩
壊が見られた。壊が見られた。

•• 田に断層痕跡らしきもの田に断層痕跡らしきもの
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空中写真は、国土地理院提供の
平成20年(2008年) 岩手･宮城内陸地震による

被災地の空中写真 を利用

県道栗原衣川線：餅転橋付近県道栗原衣川線：餅転橋付近

•• 田畑から県道を横切るように断層跡が認めら田畑から県道を横切るように断層跡が認めら
れる。れる。

•• 県道やその脇の休耕田では補修、整地がな県道やその脇の休耕田では補修、整地がな
されていて見分けがつかない状態だったがされていて見分けがつかない状態だったがされていて見分けがつかない状態だったが、されていて見分けがつかない状態だったが、
その先の田圃では高低差と杉の木の傾きがその先の田圃では高低差と杉の木の傾きが
ほぼ直線状に存在するのが分かる。ほぼ直線状に存在するのが分かる。

•• また、橋脇の護岸に亀裂が認められ、これもまた、橋脇の護岸に亀裂が認められ、これも
地盤の相対的な移動に伴って生じたものであ地盤の相対的な移動に伴って生じたものであ
ると思われる。ると思われる。
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空中写真は、国土地理院提供の
平成20年(2008年) 岩手･宮城内陸地震による

被災地の空中写真 を利用

•• 断層跡の延長線上に位置断層跡の延長線上に位置

•• 凝灰質砂岩の表層崩壊凝灰質砂岩の表層崩壊

•• 樹木は前方に押し出された形樹木は前方に押し出された形

•• 崩壊土は多孔質であり軽い崩壊土は多孔質であり軽い
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空中写真は、国土地理院提供の
平成20年(2008年) 岩手･宮城内陸地震による

被災地の空中写真 を利用
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• 元来の地滑り地形

• 軽石を含む粘土化した火山灰質粘性土

震源震源
2008/6/14 8:432008/6/14 8:43
39.0N,140.9W,10k39.0N,140.9W,10kｍｍ

調査地点調査地点

土砂災害
荒砥沢ダム上流部大規模地すべり
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空中写真は、国土地理院提供の
平成20年(2008年) 岩手･宮城内陸地震による

被災地の空中写真 を利用

土木学会・地盤工学会
・日本地震工学会・日本地すべり学会
合同調査団
岩手・宮城内陸地震速報会 報告資料より

（宮城、2008)
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空中写真は、国土地理院提供の
平成20年(2008年) 岩手･宮城内陸地震による

被災地の空中写真 を利用

今回の地震時斜面崩壊機構に
関する考察

渡邊

岩手・宮城内陸地震現地調査報告
～水との相互作用に着目した地すべり機構の考察～

防災・環境地盤工学研究室 渡邊保貴
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荒砥沢ダム 荒砥沢ダム

「なぜ、このような地すべりが生じたのか？」

荒砥沢ダム

N

おおよその断面で考えてみる・・・

A

出典：国土地理院

1000m

20
0m1.塊状の崩壊跡

2.火山灰と軽石

B

A B

弱面形成の要因

・岩盤クリープによる亀裂
・火山灰と軽石層との境界

＋
・水との相互作用（スレーキングや化学的変質）

300～200万年前以降に
形成された地形

スレーキング

地下水の染込み

鉱物組成
荒砥沢ダム崩壊地
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(荒砥沢で採取)

ハロイサイト

ギブサイト

/

震源近くで採取した軽石
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(

※採取地点は異なるため、
おおよその傾向として解釈
している。
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荒砥沢ダム大規模崩壊地点の水質

pH 4.95 K 2.4

Li 0.0 Mg 5.4
Na 7.7 Ca 16.6
NH4 0.0

※各陽イオンの単位はmg/L

降雨の浸透による化学的変質

表層土
（スコリア）

降雨

シリカの供給

ハロイサイトに富む粘土層中に
すべり面が形成されたケース
・1978年伊豆大島近海地震
・1968年十勝沖地震
(火山灰とその下の軽石層の境界で発生)
・1949年今市地震

火山灰
（ギブサイト）

軽石層
（ギブサイト＋

ハロイサイト）

OHOHOHOSiAl
OHAlSiOH

2281044

344

64)(
)(44

+⋅→
+

ハロイサイトの形成

荒砥沢では軽石層の上に火山灰が堆積し、
ハロイサイトが富むことで弱面が形成された
と推察。

崩壊シナリオ（推測）

①岩盤クリープによる内部亀裂（ここでは軟岩）

②軽石層の上に火山灰が堆積

③降雨浸透によりハロイサイト形成

④スレーキングにより細粒化が促進

⑤地震時に表層すべり

⑥重力により大規模な軟岩が崩落

1000m

20
0m

まとめ

• 地震動は加速度が大きい地震。とりわけ、鉛直方向の
加速度が大きかった。

• 先行降雨の影響は極めて小さい。

• 地震地盤災害は、斜面崩壊が主であり、表層崩壊、地
すべりなど多様である。

• 軽石など火山活動由来の土質・岩を知ることが今回の
崩壊メカニズムを解くカギ。

• 防災および被災後の復旧・復興も含めた地盤工学的な
さらなる貢献。

• 被災された多くの方々にお見舞い申し上げるとともに、
本調査結果が、今後の復旧活動に少しでも役立てられ
れば幸いです。


